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　とある晴れた休日。

 
学生たちが５、６人で新緑の広々とした公園を歩いていた。

 
各々に食べ物や飲み物、レジャーシートなど軽い荷物を持って楽しそうに話している。

 
 
ふいに一人が口を開いた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「おれ、ピキニッキなんて初めてかも。」

 
 
 
 
 
 
 
「え？」

 
 
 
「いま、ピキニッキって・・・。」

 



 
・

 
 
・

 
 
・

 
 
 
 
３日後。

 
 
 
講義室あたりの廊下で、２人が立ち話をしている。

 
 
 
１人が渡り廊下からその廊下を横切る。

 
 
 
立ち話をしていたうちの１人がぱっと表情を変え声を掛け呼び止める。

 
 
 
 
 
「おーい、また行こうな、ピキニッキ！」

 
 
 
「なんだ、おぅ-、またな！」

 
 



 
手を上げ笑って応じた。
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